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「分離的な場」は障害者にとってポジティブな⼼理的変容をもたらす 

 
中途視覚障害者にとって、視覚特別⽀援学校のような障害者が集まる「分離的な場」の存在が、受障後

の前向きな⼼理的変容に⼤きく貢献していることを⾒いだしました。障害の有無に関わらないインクル
ーシブな社会の実現のためには、分離的な場の果たす役割への理解も重要であることを⽰しました。 

 

⽇本では多くの中途視覚障害者が、障害の受障後、視覚特別⽀援学校で社会復帰を⽬指しています。
障害のある⼈々が集まる場は「分離的な場」といわれ、しばしば批判の対象となりますが、視覚特別⽀
援学校もまた視覚障害者が集まる場であり、分離的な場としての側⾯を有しています。 

障害の有無に関わらず、ともに社会に参加するインクルージョンの理念はとても⼤切です。しかし、
最近の研究では、その実装に伴って分離的な場が失われたことによる負の影響も報告されており、分
離的な場の積極的な意義についても検討する余地がありました。 

本研究グループは、これまで、視覚特別⽀援学校への⼊学により、中途視覚障害者が前向きな⼼理的
変容を遂げることを明らかにしてきましたが、なぜそれが⽣じるのかは解明できていませんでした。 

今回、障害当事者から聞き取り調査を⾏い、その語りの分析から、分離的な場としての視覚特別⽀援
学校には、当事者のポジティブな⼼理的変容に貢献する 2 つの機能として、①出会いにくい同じ境遇
を有する当事者同⼠を出会わせ、相互に助け合い、協⼒し合う場所、②障害に特化した専⾨性を有し、
当事者のニーズに配慮した教育活動を展開し、視覚障害がさらに進⾏当事者を受け⽌め、⾃信を与え
る場所、という役割を担っていることが分かりました。 

インクルーシブな社会の実現のためには、分離的な場に対する柔軟な理解も重要だと考えられます。 
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 研究の背景  
中途視覚障害は、発⽣頻度が少ないという視覚障害そのものの特性に加え、その多くが進⾏性の疾患に

よるものであり、⾒え⽅を理解してもらうことが難しく、周囲から誤解されやすい障害種とされていま
す。世界各国では主としてリハビリテーションセンターが中途視覚障害者の社会復帰を⽀援しています
が、⽇本では視覚特別⽀援学校も社会復帰⽀援の場となっており、中途視覚障害者の中には、障害の受障
後、視覚特別⽀援学校の職業課程に⼊学し、社会復帰を⽬指す⼈たちもいます。視覚特別⽀援学校は全国
に 67 校あり、その多くが、幼稚部から成⼈が在籍する職業課程までを設置しています。職業課程（58 校）
では、鍼灸マッサージの職業教育が実施されています。 

障害のある⼈々が集まる場所は「分離的な場」といわれています。このような場は、障害のある者も障
害のない者もともに社会に参加するインクルーシブな社会の実現において、障害のある⼈々を社会から
隔離し、社会参加を妨げるという理由から、しばしば批判の対象となっています。視覚特別⽀援学校もま
た、視覚障害当事者が集まることから、分離的な場としての側⾯を持っています。 

インクルーシブな社会の実現は、障害の有無に関わらず、すべての⼈が互いに個性や特徴を認め合い、
⼀緒に活動する上で重要です。しかし、最近の研究では、障害当事者に対する⽀援のないまま、インクル
ージョンの実装により場所の統合が図られた結果、より深刻な⽣きにくさを抱えて暮らす障害当事者や
その家族が存在している現状もあり、分離的な場が失われたために負の側⾯が⽣じることも報告されて
います。そのため、分離的な場の積極的な意義についても検討する余地がありました。 

本研究グループはこれまで、分離的な場である視覚特別⽀援学校に着⽬し、⼤規模な全国調査の中で、
視覚特別⽀援学校への⼊学により、中途視覚障害者が⾃分⾃⾝をポジティブに捉え、⼼理的な回復と成⻑
を遂げていることを明らかにしてきました（Education Sciences, 2023）。しかし、そのプロセスや理由
については、解明できていませんでした。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、6 校の視覚特別⽀援学校の職業課程に在籍する 21⼈の中途視覚障害当事者に対し、イン
タビュー調査を実施しました。インタビューは、「視覚特別⽀援学校に⼊学したことにより変化したこと
はありましたか？」、「その変化を促したものは何ですか？」という質問を軸に展開しました。 

インタビューでの発⾔内容を分析した結果、視覚特別⽀援学校への⼊学により中途視覚障害者に⽣じ
た前向きな⼼理的変容とは、具体的には、強い⾃⼰の認識、新たな可能性の発⾒、他者との関係の強化、
⼈⽣に対する感謝の芽⽣え、の 4 つであることが分かりました。 

また、こうした⼼理的な回復と成⻑に関して、視覚特別⽀援学校が有する分離的な場としての 2 つの
特徴的な機能が、その誘発に⼤きな貢献をしていることを⾒いだしました。 
第⼀に、同じ境遇の中途視覚障害者や、年齢、障害の程度の異なる多様な視覚障害当事者が集まり、視

覚障害が低発⽣頻度障害であるがゆえに出会いにくい同じ境遇を有する当事者同⼠を出会わせていたこ
とです。また、彼らが相互に助け合い、協⼒し合う場所でもあり、他者のために努⼒し、ときに他者のロ
ールモデルになる経験ができる場所となっていました。 

そして第⼆に、⽣徒の⽬の⾒えにくさに配慮した授業や部活動などの教育活動が展開されており、拡⼤
教材・⽀援機器の利⽤や、鍼灸マッサージという職業を知る機会になっていたことです。このことが、⽬
の⾒えにくさが徐々に進⾏し、制約が少しずつ拡⼤していく状況にある当事者たちを受け⽌め、新しい⽬
標を発⾒し、⾃信を与える場所としての機能につながっていました。 

これらの機能はいずれも、障害者が集まる分離的な場の特性に基づくものであり、中途視覚障害者が障
害の受障後に⼼理的な変容を果たす上で、分離的な場の果たす役割も重要であることを⽰しました。 
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 今後の展開  

インクルージョンの実装が進む中で、障害のある⼈たちが集まる特別な場は批判されがちですが、分離
が必ずしもすべてに悪影響を及ぼすとは限りません。今後、分離的な場に対する⼀⽅的な批判的主張に問
題を提起し、こうした場の重要性についても、柔軟な理解を促していきます。 
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